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年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
ご
み
の
収
集
は

広
報
12
月
号
・
１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
の
く
み
と
り
は
お
早
め
に

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
と
り
の
依
頼
が

集
中
し
ま
す
。
お
早
め
の
お
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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揖
斐
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０
６

・
谷
汲
地
区　
　
（
株
）
富
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・
春
日
地
区　
　
（
有
）
揖
斐
川
清
掃　
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５
８
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２
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０
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・
久
瀬
地
区　
　

中
央
清
掃
（
株
）　

　
　
　
　
　

０
５
８
４
‐
２
７
‐
６
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８
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・
藤
橋
地
区　
　
（
有
）
岐
北
清
掃　

　
　
　
　
　

０
５
８
３
‐
７
０
‐
８
４
４
８

・
坂
内
地
区　
　

ト
バ
ナ
産
業
（
株
）　

　
　
　
　
　

０
５
８
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‐
８
９
‐
７
６
０
９

　

冬
期
の
ご
み
・
資
源
ご
み
収
集
、
し
尿
の

く
み
と
り
は
天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

春
日
特
産
物
朝
市
は
、
冬
期
間
（
１
月
〜

３
月
）
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４

月
の
ご
来
場
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。

　

冬
期
間
の
お
問
合
せ
先
：
春
日
特
産
開
発

実
行
委
員
会
（
春
日
振
興
事
務
所 

基
盤
整

備
課
内
）　

０
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７
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２
１
１
１

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年

始
の
お
休
み
は
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
１
月

６
日
（
金
）
で
す
。
１
月
10
日
（
火
）
か
ら
、

次
の
よ
う
に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
午
前

中
の
み
開
館
し
て
い
き
ま
す
。

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ
遊
戯
室

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

■
休
館
日　

祝
祭
日
、
土
・
日
・
月
曜
日
、

　
　
　
　
　

公
民
館
行
事
の
と
き
（
13
日
）

１
月
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
予
定

　

17
日
（
火
）　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
　
　
（
お
話
「
ま
ど
」）

　

24
日
（
火
）　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
　
　
（
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
）

　

31
日
（
火
）　

ふ
れ
あ
い
広
場
（
誕
生
会
）

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７―

２
３
１
９

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
は
コ
マ
や
福
笑
い
、
パ
ズ
ル
な
ど
お

正
月
遊
び
を
し
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

１
月
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
予
定

　

12
日
（
木
）　

お
正
月
遊
び

　

16
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

19
日
（
木
）　
お
正
月
遊
び
（
園
児
と
一
緒
に
！
）

　

23
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

26
日
（
木
）　

お
も
ち
ゃ
作
り

　

30
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

１．暖房温度の適正化
　暖房温度はできるだけ低い温度（推奨 19℃）に設定するように努める。
２．適切な燃焼管理の徹底
　ボイラーなどばい煙発生施設について、燃料使用量、空気比、燃焼温度などを点検し、燃焼管理を適正に
　行う。
３．良質燃料の積極的な使用
　ボイラーなどばい煙発生施設において使用する燃料については、同燃料においても硫黄分、窒素分が異な
　るため、できるだけ良質の燃料を使用する（今後においては、Ｃ重油からＡ重油など、より良質の燃料へ
　の転換を検討願います）。
４．入出荷貨物自動車台数の抑制
　入出荷の合理化などにより、貨物自動車の運行台数の抑制に努める。
５．公共交通機関の利用促進
　通勤用・業務用の自動車の使用については、ノーマイカーデーの設定などにより、できるだけ自粛すると
　ともに、公共交通機関の利用促進などを図る。
６．自動車の点検・整備の励行
　自動車の点検・整備の励行を徹底する。
７．貨物自動車の過積載防止の徹底
　工場・事業場に出入りする貨物自動車について、過積載防止を徹底する。
８．「アイドリング・ストップ」の励行
　荷の積み降ろしや、客待ちなどの駐停車中は、こまめにエンジンを切る。一日のはじめの暖機運転は最小
　限の時間にする。


